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地域福祉ってなあに？地域福祉ってなあに？
　「地域福祉」とは、高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉など対象者ごとに分かれた「福祉」とは
異なり、ふだん生活している「地域」に福祉の視点をおいた考え方です。他人ごとの意識でなく、自
分と同じ地域に住む人が、こんな問題で困っている。だから、同じ地域に住むみんなで考え、語り合
い、協力し合おうという意識が土台になります。
　つまり、私たちが暮らしている地域が「しあわせな地域」になるために、「行政などによるサービ
スの提供」だけではなく、地域の人たちがお互いに助け合い、支え合いながら、暮らしやすいまちづ
くりを進める取り組みが「地域福祉」だといえます。
　地域のみなさんが、福祉の受け手であり、担い手でもあるわけです。
　限られた困っている人への「福祉」から、地域のみんなで協力して取り組む、「みんなが主役　ふ
だんのくらしのしあわせづくり」に取りくんでいきましょう。

　地域福祉活動は、「住民一人ひとりにできること」、「地域において、支えられたり、支えたりする関係によ
ってできること」、「地域のさまざまなグループや団体の連携によってできること」など、その具体的な内容は
多岐にわたります。
　住民一人ひとりが、地域福祉活動の大切な担い手の一人です。
　この計画書にのっていることを参考に、できることから始めてみませんか。

　「地区」という場合は、公民館単位（小学校単位）とします。
　「小地域」とは、「地区」あるいは地区よりも狭いエリア（区や班程度）とします。

　例えば、この計画で「小地域見守りネットワーク」を行う範囲という場合には、「区の班」、「区」、
「民生委員さんの担当範囲」などをさします。地理的、歴史的なことによって異なりますが、活
動のしやすい範囲をいうものとご理解ください。

＊具体的な「地域福祉活動」の内容は？＊具体的な「地域福祉活動」の内容は？

＊この計画における「地域」は、さまざまな活動に応じて重層的に考えるものとします。＊この計画における「地域」は、さまざまな活動に応じて重層的に考えるものとします。

社会福祉法人　坂井市社会福祉協議会

かたいけのプラン
第1次坂井市地域福祉活動計画

 平成24年度～平成28年度
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おかげさんで

かたいけの？

２

　『かたいけの』とは、昔から、福井に伝わ
る方言です。
　『かたい』は、健康である様を表しており、
「お元気ですか？」という意味のあいさつと
して「かたいけの？」と使います。最近は、
耳にすることも減りましたが、身体の健康
状態を尋ねるだけでなく、心の状態も気遣
うことができる、優しい福井弁です。

　私たちの暮らす坂井市が、誰もがいつまでも安心し

て暮らし続けることができるまちであるために、行政

が作る「地域福祉計画」（坂井市の福祉保健施策の方向

性を示したもの）と連携しながら、どのような取り組

みが必要かを住民が考え、住民主体で取り組んでいく

ための行動計画です。

　合併前に四町がそれぞれの地域性を活かし
独自に取り組んでいた各地域の活動を根幹に
据え、大事にしながらも、坂井市として新た
に掲げた共通のテーマに取り組んでいくとい
う二段構えになっています。そのため、計画
づくりも、支部ごとに話し合った後に、市全
体で話し合うという流れで行いました。

市地域福祉推進計画市地域福祉推進計画

【推進目標】
① みんなで支え合う人づくり・環境づくり

② 住民主体による地域福祉活動の実践

③ 住民による見守り･支え合いのしくみづくり

④ 住民活動を支える社協活動の強化

支部住民福祉活動計画支部住民福祉活動計画

【スローガン】
みくに支部みくに支部

やさしさと　きびしさと　あたたかさで
みんなが安心して住めるまちづくり

まるおか支部まるおか支部

広げよう地域に根ざした思いやり
～一人も見逃さない絆づくり～

はるえ支部はるえ支部

思いやり　広がる地域に　幸せの輪

さかい支部さかい支部

「かたいけの」「おかげさんで」
気づかう言葉がこだまする
ぬくもり感じる　坂井のまち

かたいけのプラン
（地域福祉活動計画）

市福祉保健総合計画
（地域福祉計画）

坂井市社協 坂井市

お互いに補強・補完する関係

「かたいけのプラン」とは？「かたいけのプラン」とは？ 「かたいけのプラン」に
込めた想い

「かたいけのプラン」に
込めた想い



みんなで支え合う
人づくり・環境づ
くり

支え合えるつながりづくり

わかりやすい情報の発信

子どもから大人までの福祉
共育の充実

小地域福祉活動の充実

ボランティア・市民活動セ
ンター機能の充実

小地域見守りネットワーク
の推進

福祉委員制度の充実

生活支援活動の推進

相談支援体制の充実

自立した生活を支援する
福祉サービスの提供

新たな課題への取り組み

地域福祉権利擁護の体制
づくり

安心安全のための活動の
推進

住民主体による
地域福祉活動の
実践

住民による見守
り・支え合いのし
くみづくり

住民活動を支える
社協活動の強化

※　　　　　 重点活動項目です

１

２

３

４

1-1

1-2

1-3

2-1

2-2

3-1

3-2

3-3

4-1

4-2

4-3

4-4

4-5

基本目標基本目標 推進目標推進目標

み
ん
な
が
主
役　

ふ
だ
ん
の
く
ら
し
の
し
あ
わ
せ
づ
く
り

み
ん
な
が
主
役　

ふ
だ
ん
の
く
ら
し
の
し
あ
わ
せ
づ
く
り

市地域福祉推進計画市地域福祉推進計画

支
部
住
民
福
祉
活
動
計
画

支
部
住
民
福
祉
活
動
計
画

活動項目活動項目

３



４

　ここでは、坂井市全域の地域福祉活動の推進の方法を、「市地域福祉推進計画」として述べ
ています。
　住民が主体的に、さまざまな形で福祉活動に取り組んでいくこと、そのことを市社協が支援
していくことを大切にしています。

　小地域や町単位で、住民福祉活動を行うための基盤づくりを行います。

　住民主体の地域福祉を推進していくために、地域に暮らすすべての人たちが、共に生き、共に

学び合い、共に育ち合う「福祉共育＝共に育つ力を育む」に取り組んでいきます。

身近なところで福祉活動に取り組んだり、多くの人とつながれるように、器となる推進
組織づくりに力を入れます。
自分の活動スタイルや地域性に合わせて、また生涯にわたって、福祉活動に取り組んで
いけるように、さまざまな学びの機会や柔軟な活動メニューの提案を行います。
支援者側が決めるのではなく、暮らしづらさを抱え、何らかの支援を必要としている方
が、地域でどのような暮らしを望んでいるのか、一緒に考えながら、対等に活動を行う
ことを大切にします。
（１）～（３）の活動に住民が取り組めるよう、地域活動を支援し、公的なサービ スに
は市社協の事業として責任を持って取り組みます。

（１）

（２）

（３）

（４）

市地域福祉推進計画市地域福祉推進計画

推進目標１推進目標１推進目標１ みんなで支え合う人づくり・環境づくりみんなで支え合う人づくり・環境づくりみんなで支え合う人づくり・環境づくり

活動項目
�   １-１　支え合えるつながりづくり

活動項目
�   １-２　わかりやすい情報の発信

活動項目
�   １-３　子どもから大人までの福祉共育
　　　　　　　　　　　（ともに育つ力を育む）の充実

基本的な考え方基本的な考え方

活
�   動
�   項
�   目
�   と
�   重
�   点
�   事
�   業

① 地区単位の住民福祉組織「小地域福祉活動」の活動基盤づくり
② 旧町単位の住民福祉組織「支部社会福祉協議会（支部社協）」の設置
③ 支部・地区ボランティアセンター、連絡会の充実

① 住民福祉懇談会の開催
② 広報啓発活動の強化

① 学校での福祉教育の充実
② 地域ぐるみの福祉教育の推進
③ 地域の福祉人づくりの体系化と福祉講座の開催

みんなが主役　ふだんのくらしのしあわせづくりみんなが主役　ふだんのくらしのしあわせづくり
基本目標



活動項目
�   ２-２　ボランティア・市民活動センター機能の充実

５

　住民主体の地域福祉活動は、薄れつつある地域のつながりの再構築に大きな役割を果たしています。住民活
動のひとつですが、「福祉」を意識した「住民による主体的なふれあい・支え合い活動」のことです。
これらの活動がより広がるように、きっかけとなるような情報提供や、取り組みやすい活動メニューの提示、
活動支援体制の充実、活動基盤の強化を行います。
　また、今後は、障がいや加齢などで暮らしづらさを抱えた本人も、地域に暮らす一員として、持っている力
を発揮でき、主体として参加や活動ができるような取り組みも必要です。

　住民による見守り・支え合いのしくみとして、小地域見守りネットワークの充実を図っていきます。そして、
その核となるべき福祉委員が活躍できるような支援を強化していきます。さらには、今後、住民によって、要
援護者のニーズに応じて、具体的に支援する生活支援活動にも取り組んでいける地域を目指します。

　地域住民が、関心を持って、主体的に福祉活動に取り組めるように、専門機関として、住民福祉活動を支援
していきます。
　住民が取り組むには負担の大きい、また継続的、安定的に行う必要がある活動については、住民の生活ニー
ズに基づき、制度化、システム化を図りながら、具体的に坂井市社協サービスとして取り組み、その人らしい
生活が実現できるような地域を目指します。

推進目標２推進目標２推進目標２ 住民主体による地域福祉活動の実践住民主体による地域福祉活動の実践住民主体による地域福祉活動の実践

推進目標３推進目標３推進目標３ 住民による見守り・支え合いのしくみづくり住民による見守り・支え合いのしくみづくり住民による見守り・支え合いのしくみづくり

推進目標４推進目標４推進目標４ 住民活動を支える社協活動の強化住民活動を支える社協活動の強化住民活動を支える社協活動の強化

活動項目
�   ２-１　小地域福祉活動の充実

① 小地域福祉活動の充実

② サロン活動の充実

① 坂井市社協ボランティア・市民活動センター機能の強化
② NPO団体とのつながり強化と支援の充実

活動項目
�   ３-１　小地域見守りネットワークの推進

活動項目
�   ３-３　生活支援活動の推進

活動項目
�   ３-２　福祉委員制度の充実

活動項目
�   ４-１　相談支援の体制の充実 活動項目
�   ４-２　自立した生活を支援する福祉サービスの提供

活動項目
�   ４-３　新たな課題への取り組み

活動項目
�   ４-５　安心安全のための活動の推進

活動項目
�   ４-４　地域福祉権利擁護の体制づくり

活
�   動
�   項
�   目
�   と
�   重
�   点
�   事
�   業

活
�   動
�   項
�   目
�   と
�   重
�   点
�   事
�   業

活
�   動
�   項
�   目
�   と
�   重
�   点
�   事
�   業

① 小地域見守りネットワーク活動の推進

② 見守りネットワーク支援者の拡大

③ 相談窓口の広報、啓発

① 生活支援活動の推進

① 福祉委員制度の理解促進

② 福祉委員活動の強化

③ 小地域福祉活動への参加促進

① 社協相談窓口の充実

② 相談関係機関との連携強化　　

③ 個別支援のケース会議の実施

① 新たな課題に対しての解決方策の検討

① 災害に備えた坂井市社協の支援体制づくり

② 災害ボランティアセンターの体制づくり

① 公的福祉サービスの取り組み強化

② 当事者活動の支援の充実

① 権利擁護の普及啓発

② 法人後見検討委員会の設置

③ 社会的援護を要する人々に対する具体的支援策の強化

④ 障がい者「指定特定相談事業者」の設置



　ここでは、身近な単位で行われる住民福祉活動の具体的な内容を、「支部住民福祉活動
計画」として述べています。支部（旧町）ごとによって内容は異なります。

さかい支部住民福祉活動計画さかい支部住民福祉活動計画

委員長の声委員長の声委員長の声

さかい支部社協設置準備委員会

関　輝勝　委員長

みくに支部
住民福祉活動計画

まるおか支部
住民福祉活動計画

はるえ支部
住民福祉活動計画

さかい支部
住民福祉活動計画
さかい支部

住民福祉活動計画

　委員会で何度か協議を重ねているうちに「かたいけ
の」「おかげさんで」と普段何気なく使っている言葉
に含まれる温かみや思いやりの文化を再認識した気が
します。
　「もったいない」と言う言葉が世界共通語のように
使われていますが、「かたいけの」と周りの人を気遣い、
「おかげさんで」と感謝の気持ちを言葉にする、昔は
当たり前だった隣近所のコミュニケーションが坂井の
福祉文化として広がっていくといいですね。
　個人的には何にも出来ず右往左往していましたが、
委員の皆様の長期間にわたる審議にご協力いただいた
おかげで、すばらしい計画に仕上がったと思います。

●住民福祉活動の実施、また組織としても強固なの

　は、やはり集落単位である。集落での活動を大事

　にしていきたい。

●坂井町らしく取り組んでいくことが大事。さかい

　支部には、坂井町のことをよく知っている職員が

　いてほしい。

●昔はこうだったからという、昔のつながりに戻る

　のではなく、今の時代に合った新たな支え合いの

　体制づくりを、住民とともに創りあげることが重

　要である。

平成22年10月から、延べ10回の話し合いをしました。

●こんな機会がなければ、NPOの活動など、同じ町内の人
がやっている活動を知ることはなかった。こうやって多く
の人が、気付き、知ることでその輪を広げていきたい。活
動に携わっている人の声を聞くことが大事だと思う。

●まち協の福祉部会には、区長、民生委員、福祉委員なども
参加し、活動も活発化してきているので、それを活かして
地域づくりをしていきたい。

●誰かが主役というのではなく、住民やお隣同士などみんな
が主役になって支え合いましょうという風土を目指せると
いい。

●昔から一緒に集落で暮らしていた人は何も感じなくても、
途中から入ってきた人たちには、わからないことや感じる
こともあるだろう。そこを大事にして、今の時代にあった
新たなまちづくりや支え合いの体制作りをしていこう。

「つながる」というのは、
「知り合う」ということ。

さかい支部
社協設置準備委員会の様子

さかい支部
社協設置準備委員会の様子

さかい支部
社協設置準備委員会の様子

６



さかい支部
住民福祉活動計画

具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容

具体的な取り組み内容具体的な取り組み内容

区長が安心して地区の旗振りができるよう支援体制をつくりましょう

住民がより地域に参加することで、元気な地域を目指しましょう

支
え
合
え
る
人
づ
く
り

支
え
合
え
る
人
づ
く
り

つ
な
が
り
の
場
づ
く
り

つ
な
が
り
の
場
づ
く
り

１ 集落を基盤とした福祉の体制づくりに取り組みましょう

１ 地域活動に取り組みやすい環境を整えましょう

（１）

近所に住む“気にかかる人”を地域全体で見守りましょう
区長、民生委員児童委員、福祉委員など地域支援者のOBで連絡会
（OB会）を実施しましょう
緊急連絡カードを全世帯に配布しましょう
ふくしマップづくりを手段に、地域の情報を共有しましょう
福祉委員活動を周知し、活性化させましょう

２ 地域の見守り活動を充実させましょう

３ 地域の支え合い、助け合いのため、
　　　　　　　　　　地域に関心をもつ人材を増やしましょう

（１）
（２）

（３）
（４）
（５）

（１）

集落センターや畑などを拠点に、サロンや趣味の集まり、井戸端
会議の場を持ちましょう

２ 地域のなかで人が集まる場を増やしましょう
（１）

貴重な地域資源である各種団体の活動を拡充しましょう
団体同士の横のつながりをつくりましょう

３ 地域の各種団体や団体同士のきずなを強めましょう
（１）
（２）

新たな担い手をつくり、地域の助け合いの輪を広げましょう
子どもをきっかけに地域のつながりを強化しましょう

（１）
（２）

７



かたいけのプラン「第１次坂井市地域福祉活動計画」に関するお問い合わせ先
社会福祉法人　坂井市社会福祉協議会

＊計画の本冊子、概要版は、いずれも社協ホームページからもご覧いただけます。またPDFデータでダウンロードも可能です。

〒910-0224  福井県坂井市丸岡町八ケ郷２１-７-１　TEL  0776-68-5070　FAX  0776-67-2950
E-mail  sakaicityshakyo@lake.ocn.ne.jp　HPアドレス　http：/www.sakaicityshakyo.jp/

重層的な圏域設定のイメージ図
福井県域･坂井圏域

児童相談所など

介護保険広域連合
障害者相談支援事業所

地域包括支援センター
福祉事務所
市社会福祉協議会

福井県域･坂井圏域
４層：旧町（支部）の圏域

３層：地区（公民館単位）･小学校区の圏域

２層：区･集落

１層：区の班など

５層：坂井市全域
県の機関･広域の利用施設･市町間で共有するサービス等

５層：坂井市全域

市全体を対象とした総合的な施策の企画･調整

４層：町（支部）の圏域

住民福祉活動の町単位の連携（支部社協）

３層：地区（公民館単位）･小学校区の

住民福祉活動の地区単位の連携の場（まち協福祉部会、地区社協、地区ふくしの会など）

２層：自治会･集落

防犯･防災活動、民生委員･福祉委員活動、サロン等の日常的支援の実施

１層：自治会の班など

見守りネットワーク活動の実施

厚生労働省「これからの地球福祉のあり方に関する研究会報告書」2008年３月から抜粋（一部加工）

８

地域福祉ってなあに？地域福祉ってなあに？
　「地域福祉」とは、高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉など対象者ごとに分かれた「福祉」とは
異なり、ふだん生活している「地域」に福祉の視点をおいた考え方です。他人ごとの意識でなく、自
分と同じ地域に住む人が、こんな問題で困っている。だから、同じ地域に住むみんなで考え、語り合
い、協力し合おうという意識が土台になります。
　つまり、私たちが暮らしている地域が「しあわせな地域」になるために、「行政などによるサービ
スの提供」だけではなく、地域の人たちがお互いに助け合い、支え合いながら、暮らしやすいまちづ
くりを進める取り組みが「地域福祉」だといえます。
　地域のみなさんが、福祉の受け手であり、担い手でもあるわけです。
　限られた困っている人への「福祉」から、地域のみんなで協力して取り組む、「みんなが主役　ふ
だんのくらしのしあわせづくり」に取りくんでいきましょう。

　地域福祉活動は、「住民一人ひとりにできること」、「地域において、支えられたり、支えたりする関係によ
ってできること」、「地域のさまざまなグループや団体の連携によってできること」など、その具体的な内容は
多岐にわたります。
　住民一人ひとりが、地域福祉活動の大切な担い手の一人です。
　この計画書にのっていることを参考に、できることから始めてみませんか。

　「地区」という場合は、公民館単位（小学校単位）とします。
　「小地域」とは、「地区」あるいは地区よりも狭いエリア（区や班程度）とします。

　例えば、この計画で「小地域見守りネットワーク」を行う範囲という場合には、「区の班」、「区」、
「民生委員さんの担当範囲」などをさします。地理的、歴史的なことによって異なりますが、活
動のしやすい範囲をいうものとご理解ください。

＊具体的な「地域福祉活動」の内容は？＊具体的な「地域福祉活動」の内容は？

＊この計画における「地域」は、さまざまな活動に応じて重層的に考えるものとします。＊この計画における「地域」は、さまざまな活動に応じて重層的に考えるものとします。

社会福祉法人　坂井市社会福祉協議会

かたいけのプラン
第1次坂井市地域福祉活動計画

 平成24年度～平成28年度

＜概要版＞
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